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はじめに 
	 近代史における日中両国の文化交流は、アヘン戦争から清朝の滅亡まで、
三つの段階に分けられている。第一段階は、1840 年のアヘン戦争から 1871
年に『日清修好条約』が締結されるまでである。第二段階は、1871 年から 1894
年に日清戦争が勃発するまでである。第三段階は、1895 年から 1912 年まで
の時期である。この時期は「隋唐時代とはまったく異なる方向に展開し、日
中文化交流史上における第二のピークとなった」1。また、この時期では、多
くの交流成果が出ていたため、相対的に調和している「黄金十年」であった
と主張する研究者もいる2。ほかに、近代以降の日中両国の関係は、「相互依
存・競存・敵対」といった多面性を有していたという見解もある3。本稿は、
このような時代背景において、明治日本の教育界における対中認識について
考察し、あわせて辻武雄を事例として、辻の教育活動およびその理念につい
て検討するものである。 
                                                             
1 呂順長『清末中日教育文化交流之研究』（商務印書館、2012 年、pp.4-6） 
2 Douglas R, Reynolds. China, 1898-1912 : The Xinzheng Revolution and Japan, Harvard 
University Press, 1993, p8 
3 曽田三郎編『近代中国と日本―提携と敵対の半世紀―』（御茶の水書房、2001 年、p.6） 
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	 日清戦争以降の日中文化交流についての主な先行研究では、日本への留学
生と日本人教習・顧問についての成果がよく見られるが4、清末期の中国教育
改革に携わった日本人の教育活動およびその理念については、十分な事例研
究が行われてきたとは言えない。 
	 そこで、本研究では、上述の先行研究の不足を補うため、明治日本の教育
界における代表的な教育雑誌である『教育時論5』の編輯を勤め、のち中国に
長年滞在していた辻武雄6の言説と活動について考察するものとする。また、
                                                             
4 たとえば、汪向栄著、竹内実、浅野純一、中祐史訳『清国お雇い日本人』（朝日新聞
社、1991 年）阿部洋『日中教育文化交流と摩擦』（第一書房、昭和 58 年）蔭山雅博
「清末日本教習与教育近代化」（雄山社、2011 年）荘吉発『京師大学堂』（国立台湾
大学文学院、民国 59 年）蘇雲峰『三（両）江師範学堂－南京大学の前身 1903-1911
－』（中央研究院近代史研究所、民国 87 年出版）李紅衛『清水安三と北京崇貞学園：
近代における日中教育文化史の一断面』（不二出版、2009 年）曽田三郎『立憲国家中
国への始動：明治憲政と近代中国』（思文閣出版、2009 年）などがある。 
5 「教育時論は明治十八年四月十五日にその創刊号を発行している。発行所は開発社、
持主兼編集人は岡村増太郎とされている。開発社の設立ならびに編集人に関して木
戸若雄氏の探索したところによれば、設立者すなわち持主は辻敬之であったとされ
る。当時の教育雑誌の発行は、全国的規模のものとしては大日本教育会の機関誌と
しての「大日本教育会雑誌」があるのみで、他は各地方毎教育会の小雑誌が存在す
るのみであった。開発社同人は、「大日本教育会雑誌」が全国的規模における教育団
体の機関誌としての性格から、また地方の教育雑誌が様々な事情から自由に教育上
の諸問題を論ずることができないという状況の中で、在野的な立場にあって、開発
主義の理想を実現しようという意気込みがそこに表明されているとみることができ
る。このような発刊の趣旨による「教育時論」は、しかしながらその性格としては
学術雑誌としての性格を前面に出し、広く学芸一般、外国教育の動向など、教育の
「普及改進に必要」な事項は細大となくこれを伝えることを意図したものであった。」
林三平「『教育時論』における国民教育論の動向－明治教育政策史覚書（二）－」（青
山学院女子短期大学紀要、22 巻、1968 年、pp141-165） 
6 辻武雄、号は剣堂、後に聴花とも称した。明治元年（1868）熊本の生まれ。慶應義
塾を卒業後開発社に入り、『教育時論』の編集に従事したが、その入社前後の事情は
不明である。明治 32 年 4 月東亜同文会に入会している。1904 年に、著名な教育家羅
振玉の招きにより、雑誌『教育世界』の編集主任として渡清している。辻はその後
羅振玉らの勧めで蘇州の江蘇師範学堂の教習となり、更に南京の実業学堂の教壇に
も立った。辛亥革命直後の 1912 年北京『順天時報』社に聘せられ、劇評にその才筆
を発揮して斯界の権威として重きをなした。1931 年 8 月に北京に客死している。以
上は阿部洋「明治日本の中国教育認識とその実践：対華教育活動－教育雑誌など所
収記事、論説の分析（その 1）－」（平成 6、7 年度科学研究費（総合 A）研究成果報
告書『近代日本のアジア教育認識－その形成と展開－』平成 8 年 3 月 20 日発行、p.115）
による。 
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『教育時論』の関連記事に加え、当時において有力なメディアである『国家
学会雑誌7』（1887-2017）などに掲載している中国教育の関連記事、および明
治時代の外交文書なども使用する。分析方法としては、まず、時代背景を理
解するために、『教育時論』およびほかのメディアに掲載している記事を整理
し、この時期の教育界における中国認識を紹介・記述する。次に、分析した
時代背景をふまえて、辻武雄が作成した中国教育に関する構想を分析する。
最後に、彼によって編纂された三つのタイプの地理教科書の具体内容を分析
し、その教育理念の全貌と特質について考察する。 
 
Ⅰ.『教育時論』にみる明治末の中国教育への関心 
	 明治維新以降の日本では、近代国家として諸制度を完備しながら、中国の
ことを「陋習8」を固守して「改進」を拒むものであり、「文明各国ノ悪ム所
ニシテ、固ヨリ親シムベカラザル者」であり、連合する相手ではないという
認識が増えつつあった9。 
	 しかし、日清戦争後、その時期の日本国内では、帝国主義的論調の台頭と
比して、むしろ日本の国際的地位の弱さを危惧する論調も強かった10。それ
ゆえに、参謀本部の対アジア政策は、中国も対象とされるようになり11、中
国と連合する考えが出現しはじめた。一方、中国は、日清戦争後ロシアと連
合して日本と対抗することを図ったが、思う通りにはいかなかった。とりわ
け義和団事件の後、欧米諸国に分割される危機が迫り、日本の支持を求める
ようになった12。その後 1901 年に、清朝政府は上諭を公表し、全面的に国家
の近代化改革を行う決心を世界に示した13。このような状況にあって、明治
                                                             
7 本稿では 1887 年から 1913 年までのものを使用する。 
8 たとえば、アヘン戦争以降、中国のことを「陋習」の国と断定する代表的な人物は、
福沢諭吉や、徳富蘇峰、杉田定一などである。 
9 松本三之介『近代日本の中国認識－徳川期儒学から東亜協同体論まで－』（以文社、
2011 年、pp.84-85） 
10 林三平「『教育時論』における国民教育論の動向－明治教育政策史覚書（二）－」（青
山学院女子短期大学紀要、22 巻、1968 年、p.164） 
11 南里知樹編「中国政府雇用の日本人：日本人顧問人名表と解説」『日中問題重要関係
資料集（第 3 巻）近代日中関係史料（第二集）』（龍渓書舎、1976 年、p.10） 
12「李鴻章は伊藤博文への密電」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B02031946500、
義和団事変関係一件（明 33.3.15）/和議/和議開始第一巻、「清国皇帝から日本天皇へ
の電文」『教育時論』（明治 33 年、551 号、pp.16-17） 
13 Douglas R, Reynolds, China, 1898-1912 : the Xinzheng Reverlution and Japan, Harvard 
University Press, 1993, pp15-17 
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政府は、中国と連携して欧米列強と対抗することを図り、中国での利益獲得
をさらに拡大させるため、それまでの中国情勢を静観した態度から、新政改
革を支持する立場に転換した。いわゆる「支那（清国）保全」という外交方
策の正式登場である。 
政府の動向に応じて、これまで欧米の教育事情にばかり目を向けていた教
育界は、国益のため積極的に動き始めた。そうした時期において、当時の代
表的な教育出版物である、『教育時論』や『大日本教育会』、『帝国教育』など
において、民間の教育関係者をはじめとして、有力な政治家までもが中国教
育に関する文章を掲載するようになった。 
	 そういった時期の中で、中国教育に最も関心を寄せていたのが『教育時論』
である。この雑誌は、日清戦争以前にも中国に関する文章を掲載したことが
あったが、欧米の教育事情に関する記事と比べて掲載文章の数が相当少なか
った。ところが、1897 年から中国に関する記事数が急激に増え、清朝の滅亡
まで数多くの中国教育を応援する提案や、教育事情に関する報道などを掲載
していた。例として、『教育時論』明治 35 年 1 月 5 日の「対清教育策（其六）」
を挙げる。この文章では、両国の教育交流について以下のように論じた。（下
線と括弧は筆者により、以下同じ） 
彼国の教育家にして、我邦に来遊するものあるときは、我教育家及団体は、成
るべく彼等に種々の便利を與へ、学校参観、其他彼等の希望せる事柄に対し、
或いは紹介の労を執り、或は案内指導を為し、以て彼等の智見を開き、彼等の
欲望を充たさしめざるべからず（中略）我有力な教育家と往来し、以て互に胸
襟を披きて、教育上の意見を吐露し、彼等に種々有益の智識計策を授けんこと
を勉めざるべからず。 
	 さらに、同誌は、中国への教育進出の目的について「真実隣邦の積弱を憐
み、東亜の平和を冀ひ、我文化を伝へ、彼民智を開くを以て、我国家の天職
と確信し、奮発其局に当たらんと欲するものに至りては、容易に多く得べか
らず14」と述べた。 
	 『教育時論』は、中国の教育改革について具体案をいくつか提示した。例
えば、前述の「対清教育策（其六）」では、「中国は明治日本の近代化の歩み
を参照し、まず外国書の翻訳を急いで進めなければならない」と強調した。 
	 次の資料では、当時の有志者たちが『教育時論』を通じて明治政府に対し、
中国教育活動への具体的な財政、行政上の支援を行うべきである主張したこ
                                                             
14「清国教育と我教育家」『教育時論』（615 号、明治 35 年 6 月 5 日） 
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とを示している15。 
而して我国の償金分布額は総額の約十分の一なりと云へば、将来当分の間毎年
の領収額は、二百萬圓前後にすぎざるべし、夫れ僅僅二百萬圓前後の財源は、
二億七八千萬圓の国費に比して九牛の一毛に過ぎず。之を以て一般会計に繰入
ることも殆ど其の所在を辨ずべからざる程なりと雖も、これを以て満韓其他東
亜経営の資金に充つる場合には、其の効力巨大なるものあるべし。（下略） 
曩に帝国教育会内に、支那教育調査部設置に関する議案提出せられたれども、
都合に依り、直に之を議決せず、暫く他日に譲り、再議に附することとなした
るが、今度愈同部を設置することとし、辻会長より右設置に関する委員を嘱託
せり、実に好箇の快挙と謂ふべし。 
	 以上、『教育時論』が、明治政府の「支那保全」という外交方策に基づきつ
つ、中国における教育事業の展開を主張している一端を明らかにした。 
 
Ⅱ.『教育時論』にみる辻武雄の対中国教育活動とその理念 
1. 辻武雄の第一回中国教育視察 
	 1898 年 9 月、当時『教育時論』の編輯である辻武雄が、開発社の派遣によ
って中国教育視察員として現地に赴いた。この中国教育視察について、『教育
時論』では、以下のように記されている。 
清国革新の気運が、日一日に切迫し来り、種々の方面に於て、改良振興の急用
を感じつつあるとは、吾等が、屡報道したる所にして、読者の既に領知せらる
る所ならんが、就中、同国の教育問題に就ては、我社は夙に思を致し、今後も、
益大に解釈研究せんとし、既に計画準備中に属せるもの、亦尠からず、因て、
此際、我社は、教育視察の為め、副社長兼教育時論編輯主任辻武雄を清国に派
遣する事に決した。 
	 辻は、今回の教育視察の目的について、「此際、我邦にして朝野挙げて、清
国の啓発と扶植とを以て目的とし、其教育事業に就き、十分に之を誘導補佐
するに至らば、其の結果或は大に見るべきものあるべし」という見解を述べ
た。 
	 彼の送別会に、中島裁之、中島半次郎、上田萬年、伊澤修二などの各分野
で有力な人が出席した16。また、この視察については、『朝日新聞』、『読売新
                                                             
15「清国償金処分に就て」『教育時論』（601 号、明治 34 年 12 月 25 日）「支那教育調査
会設立に就て（上）（下）『教育時論』（616 号、明治 35 年 5 月 25 日） 
16「辻武雄氏送別会」『教育時論』（479 号、明治 31 年 8 月 5 日） 
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聞』などの有力なメディアでも報道された17。興味深いことに、辻武雄の出
発時期とほぼ同じく、1898 年 9 月、清朝政府から派遣された最初の公的教育
視察団が日本に向かって出発した18。 
	 辻武雄が北京に到着した頃は、戊戌変法の諸改革が実施され始めたところ
であった。彼は、当時の中国社会と政府の改革意欲と熱意を強く感じ、以下
のように述べた。 
今や、清国革新の気運は、将に最高熱度に達せんとし、弊政打破、旧物破壊の
声は、到る処に唱和せられ、一人として、之に抵抗し、之を排撃せんとするも
のなく、其勢ひ、実に滔々汨々、堤を決し山を撼さんとす。（中略）殊に教育
法の改革には、最も力を用いさせ、その制度方法の如き、総て日本の教育制度
に倣はんことを、庶幾はせ給ふよし。 
	 次の資料では、辻は、中国国内の改革気運の高揚に感心したのみならず、
政府から民間までの親日態度にも大変驚いていたことを記している。 
今や清国が、日本に対する意響は、実に殆ど驚くべきものあり。万般の制度、
学術、概ね日本に倣はんとし、殊に教育制度の如き、日清両国関聯的連鎖は、
日一日に密着せんとす。殊に、伊藤侯爵の来遊の如き、清国上下挙て、之を歓
迎し、之を歓待し、或は、擬するに、清国大宰相を以てするものあり。而して
清人の日本人を尊敬重視すること、実に甚しく、邦人の一言一語にして、斬新
なるものならば、直ちに上奏となり、模範となり、実行となりて上下に持囃さ
れ、既往の事を顧みれば、実に夢の如く、幻の如し、時運の変化、誠に驚くべ
し。 
	 それから、北京を出て天津に訪れ、『国聞報』の主筆諸氏と筆談を行った19。
この会談の内容は、主に中国の教育現状に関するものであり、戊戌の政変直
後であるにもかかわらず、日本への留学生の選抜は通常通りに行われている
ことも言及した。 
                                                             
17 『朝日新聞』：1898 年 8 月 5 日付の記事「清国教育視察員派遣」、6 日「（広告）開発
社	 辻武雄	 清国教育視察員派遣」1899 年 3 月 5 日「（広告）開発社	 辻武雄	 帰朝
報告」『読売新聞』：1898 年 8 月 6 日「（広告）」清国教育視察員派遣	 辻武雄君」 
18 汪婉『清末中国対日教育視察の研究』（汲古書院、1998 年、p.63） 
19 『国聞報』は、厳復によって 1897 年 10 月 26 日に天津で創刊され、維新改革を提唱
する新聞のうち、主たるものである。厳復は、近代中国の思想家、翻訳家である。
イギリスのポーツマス海軍大学を卒業、はじめてダーウィンの『進化論』を中国語
に翻訳した人物である。辻と行ったこの会談は、戊戌の政変直後であったため、会
談に参加したメンバーは、匿名にするか、あるいは筆談原稿を直ちに棄却するよう
に要求した。以上は、『教育時論』490 号、明治 31 年 11 月 25 日の「清国通信」によ
る。 
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	 辻は、引き続き上海に向かって、それから南京、蘇州、杭州などの都市を
訪ね、数多くの学校を訪問した。その中には、南洋公学や中国女学会書塾、
日清英学堂、速成師範学堂などの有名な学校もあった。注目すべきことは、
1898 年の時点で、南京の無邑小学堂において既に体操科があったことである。 
	 以上紹介した辻武雄の視察資料から、当時の中国における教育改革の進展
のみならず、近代学校の経営の実態を知ることもできる。 
 
2.辻武雄の中国教育構想 
	 辻武雄は、中国での教育視察を終えて、帰国した後の 1901 年 1 月に「清国
教育改革案」という漢文冊子を刊行し、日本駐在清国公使に託して中国朝野
の有力者に数百部を配布した20。この『清国教育改革案』の冒頭部分で、辻
は中国教育について以下のように述べた。 
（余は）常に東邦の振はざるを慨し、黄種の日に衰ふるを悲み、西勢東漸の史
を讀む毎に、未だ曽て概然巻を掩せずんばあらざるなり、（中略）国利治む可
し矣、人民にして教育あれば、則ち其民心智に、夫れ而る後ち子弟材を成し、
上下共に治り、風俗文明に、言行忠信に、物産興す可く、功名立つべし矣21。 
つぎの資料は、辻武雄の 「清国教育改革案」の内容の一部を紹介するもの
である。その中では、外国人顧問の招聘や、体操科の確立、科挙の改革など
が提案されている。 
各局及学堂開辦の初には、宜しく外人を聘して顧問と為し、参画せしむべし、
庶幾は資助あらん、学校教授の最重なる方法は、則ち数端を左に列す。 
二、八股文は、教育に害あり、且つ時を廃し業を失ひ、人才を損なふ亦少なか
らず、宜しく断然之を廃すべし。 
五、須らく体操科を奨励すべし、清国の子弟、身体概ね弱し、宜しく主として
体操を課すべし、則ち身体健康に、心神活発ならん22。 
	 また、辻は、外国語、とりわけ日本語の習得、官費と私費の留学を推奨し
た。彼は、前述の清国教育案を書いた後、「清国両江23学政方案私議24」とい
うものを作成した（以下「学政方案」と称す）。この案においても、上述の改
                                                             
20 これについて、中国の新聞『同文滬報』では、辻の教育改革案を 1901 年 1 月 25 日、
26 日、29 日、30 日、四回にわたって連載していた。 
21 『教育時論』（571 号、明治 34 年 2 月 25 日） 
22 『教育時論』（571 号、明治 34 年 2 月 25 日） 
23 清朝の両江行政区は現在の江蘇省、安徽省、江西省、および上海市のことである。 
24 『教育時論』（597 号、明治 34 年 11 月 15 日） 
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革案と同じく、海外留学の奨励、日本の文物制度の導入などを提唱 した。ま
た、学校の設立と諸制度のありかたや、中等教育でのカリキュラムの設置、
教員の構成などについても議論している。この時期の辻の考えは、「日本学校
の制に依り、並に欧米諸国の制を参攻して之を定め、外人顧問をして参画せ
しめば、庶幾は資助あらん」であり、概ね「速成教育」に近いものである。
その後創立された清末教育改革の代表的な高等学校である三江師範学堂では、
1911 年まで日本人教習が計 11 名も在籍し、1906 年までは、日本式軍事管理
を採用していた25。 
 
Ⅲ.地理教科書に見る辻武雄の教育理念 
1. 辻武雄による地理教科書の編纂 
	 前節で紹介した「清国教育改革案」において、辻武雄は、中国の教育現状
を分析してその欠点を次のように指摘した。「数年以来、新式学堂の各地に起
れるありと雖、然れども其教育の法、仍ほ未備に属し、子弟に便ならず、且
つ其教習たるもの、亦未だ深く新学の理、教授方法に通せず、以て功課書に
及べば、則ち粗笨にして合はず」。以上をまとめてみれば、当時の中国教育の
主な問題点は、適切な教育方法がなく、教科書が不備である。これらの問題
を解決するため、辻は、「清国教育案」を打ち出したのと同じ年の 1900 年に、
『東亜三国地誌』という教科書に相当する専著を出版し、その後『万国地理
課本』と『中国地理』を編纂した。彼は、『東亜三国地誌』の序言においてこ
の本を書く動機を以下のように述べた。 
余は、東亜の時勢及び、それらの国は久々に世界大勢と、五大洲の地理につい
て殆ど分からないことについて常に慨嘆している。また、最近、その地で販売
している地図はおびただしい数があるが、古代のものばかりで、記載されてい
るデータは正確なものではない26。 
	 同書において、辻は、中国と朝鮮が世界の情勢を知ることが必要で、その
ためには正確なデータを用いて教科書を編纂することが重要であることを強
調している。 
	 辻武雄の『中国地理』教科書は、1903 年 9 月に日本で出版された。この本
                                                             
25 例えば、蘇雲峰の研究によれば、教室清掃の「当番制」や、授業の時の姿勢、専用
の操衣（体操ユニフォーム）を着用し、兵式体操を中心とする体育授業などがあっ
た。蘇雲峰『三（両）江師範学堂－南京大学の前身 1903－1911－』（中央研究院近代
史研究所、民国 87 年出版、pp.42~56） 
26 辻武雄『東亜三国地誌・序言』（明治 33 年、普及舎） 
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も『東亜三国地誌』と同じく漢文で書かれた。その「序言」の部分では、小
学堂専用の教科書であると記している。また、当時の日本留学生総監督を務
めている汪大燮が、序言において「この本は、国民としての義務について幅
広く書かれているが、平易な言葉を用いているので、教師にとっては生徒に
伝授しやすく、識字のレベルが高くない子弟にとっても、理解しやすいもの
である」という評価を書いている。 
	 辻は、また、1904 年に『万国地理課本27』を出版した。この教科書の使い
道について、以下のように説明している。 
一、この本は、中国における新設小学校の高等部、及び中学堂の初等部、生徒
用教科書を充備することを宗旨としている。 
一、この本における面積、道路、川などの長さは、すべて中国の「里」と記す。
その人口、兵備、貿易、商船などは、最近の調査結果を使用している。 
一、本書にては、日本と朝鮮を除いて、全てが音読みで翻訳され、北京語の発
音を基準としている28。 
一、本書の写真などは、東西における最も良い写真を使用しており、想像によ
って創られたものは本書において存在していない29。 
以上の内容から、辻武雄は、厳密なデータを使うことなどによって中国に
近代的教科書編纂のありかたを示していたことがわかる30。とりわけ『中国
地理』と『万国地理課本』は、『東亜三国地誌』とやや異なり、教科書として
その使用範囲と目的も明確に提示した。現時点ではその編纂経緯についてま
だ不明だが、辻は、1906 年から中国の『教育世界』という雑誌社で編集主任
として務めた後、日本人教習として 1912 年まで蘇州の師範学堂や、南京にあ
る江南高等実業学校で教鞭を執っていた。したがって、この教科書はこれら
地域の学校と関連があると推察する。 
                                                             
27 辻武雄『万国地理課本』（明治 37 年、泰東同文局） 
28 1900 年出版された『東亜三国地誌』では、江浙の発音を基準とした。 
29 辻武雄『万国地理課本・凡例』（明治 37 年、泰東同文局） 
30 中国では、1901 年の新政改革から 1906 年までの長い間、近代教育に適合する教科
書がなかった。そのため、一部の知識人が積極的に教科書の編纂を試みた。しかし、
教科書を編纂する専門知識と経験がほとんどないので、なかなか進まない状況であ
った。例えば、1903 年に蒋維乔が地理を含む修身、家政など 9 科目の教科書（「蒙学
読本」とも呼ばれる）を編纂したが、小学生には内容が難しすぎると指摘された。
その後、商務印書館の社長张元済の提案に応じて、日本の教科書経験者と共同編纂
することになった。それから『最新教科書』を編纂し、1904 年 4 月から出版しはじ
め、1906 年までは修身、筆算などの科目も備えていた。以上は、商務印書館『商務
印書館一百年』（1997 年、pp.374-388）による。 
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2. 地理教科書における「同文同種」論 
	 1900 年に出版された『東亜三国地誌』は、後に書かれた『万国地理課本』
や『中国地理』と比べて政治的な性格が強く、「同文同種」という言葉を多く
使用している。本の序言の部分では、伊藤博文をはじめ、各分野の有力者の
文章が羅列されている。順番からいうと、まず、前総理大臣、帝国制度調査
局総裁を勤めている伊藤博文自筆の字句「指掌可求31」が書き記されている。
つぎは、枢密院顧問兼東邦協会総裁である副島種臣の自筆文章「知己知彼、
由邇及遠32」である。続いては、当時の駐日公使李盛鐸と韓国公使朴鏞和と、
貴族院議員兼東亜同文会副総裁である長岡護美、高等師範学校長伊澤修二33、
衆議院議員の佐々友房それぞれが書いた漢文の序言である。長岡と伊澤の序
言は、以下のようなものであった。 
（清韓）両国は、我邦にとってまるで唇歯補車のようであり、また、（我邦と）
同文同種というつながりもある。それゆえ、（清韓）両国の地理を知ることは、
我邦及びそれらの国にとって急務であるのではないか。（長岡護美）34 
余は、平素より清韓両国のことをよく考えている。東亜三国では文化が同文で
あり、人々は同種である。また、（三国とは）一衣帯水で、普段はお互いに平
和を維持し、患難期であれば唇歯補車のように助け合いをする。（中略）（清韓
両国）は、鉄道鉱山の開発権力を敵国に失い、重要な港も他国に貸さなければ
ならない。このような状況は、我日本人から見ると、まるで同舟のままで共に
溺れていく、同棲をしながら火事に遭うようである。したがって、（我邦は）
早めに救済策を出さなければ救うことができなくなる。これは「剣堂」がこの
本を著す目的であり、この序言はこの目的に因んで作成したものである。（伊
澤修二）35 
	 以上の内容から、長岡と伊澤が異口同音で「同文同種」という人種論を唱
えていることがわかる。また、辻の序言では、中国の近代化改革について、
「我が日本は、支那と同じアジア大陸にいて同じ黄色人種であり、利害関係
                                                             
31	原文は「域中天外、指掌可求」（『梁昭明太子蕭統集』第 10 巻、p.13） 
32 呂純陽祖師『中庸浅言新注』 
33 伊澤修二（1851-1917）、1898 年京師大学堂初代総教習呉汝綸が日本に教育視察のた
め訪れた際、伊澤修二と会談した。彼は、近代教育諸制度の草創期にあって、多方
面の活躍をした。信州高遠藩出身であり、体操教育の創始、植民地教育、中国語発
音の研究など多岐に渡る業績がある。谷口知子「伊澤修二の日本語教材『東語初階』・
『東語真伝』」『関西大学東西学術研究所紀要』（44 巻、2011 年 4 月、pp.345-346）に
よる。 
34 辻武雄『東亜三国地誌・序言』（明治 33 年、普及舎） 
35 辻武雄『東亜三国地誌・序言』（明治 33 年、普及舎） 
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が深い」と論じ、「総論」の最後において、「（余は）このような目的を持ちな
がらこの本を著して種々の弊害を思い切り陳述し、この同文同種国の富強を
願っている36」と述べた。 
	 しかし、この「同文同種」論は、中国と朝鮮の公使の序言の中に一つも現
れていなかった。中国の李盛鐸公使は、その序言において、今日の東亜情勢
を欧州列強がチンギスハンによる欧州征服の仕返しと例え、今日の中国が衰
弱していことを道教の説明を用い、ただの「天道」の循環であるという見解
を示していた。のちの『中国地理』の序言においても、辻が類似する表現を
使ったが、汪大燮による書かれた序言では「同文同種」および類似する用語
をいっさい使用しなかった。 
以上、『東亜三国地誌』『万国地理課本』『中国地理』における「同文同種」
論に関する言説を紹介した。これらの出版経緯についてはまだ解明していな
いが、『東亜三国地誌』が中国で発売される際、著作権の保護について外務省
を通して現地政府の協力を得たことを確認した37。 
 
3. 地理教科書における愛国心の育成 
辻武雄は、『東亜三国地誌』『中国地理』『万国地理課本』において、科学的
な根拠の重要性を示しながら、中韓両国民衆の愛国心を喚起しようとしてい
る。例えば、『東亜三国地誌』の「凡例」ではこのように書かれている。「こ
の本は、支那と朝鮮両国の地理において、外国交渉という章があったことは、
余のおもな考えを示すことである。（余は）支那、朝鮮に関する政治文物を論
じる際、激しい言論を用いたが、（其の国を）軽蔑することではなく、それら
の振興に刺激を与えるためである」。 
	 『東亜三国地誌』の「支那地理」は、「総論」「行省」「外藩」「外国交渉」
「結論」との五つの部分で構成されている。この部分において、辻は、当時
の中国における官制、兵備、歳入財政などの関連データを羅列し、教育制度、
民衆の信仰まで詳しく紹介した38。中国の歴史について「支那、建国歴史が
最も古く、礼楽刑政全てが完備していた。その政体は、君主が国家の権力を
握っており、国の諸事情を管理している」と総括した。しかし、現時点の状
況について、「今日ではその政治制度は、旧法を用いてばかりで、世界の進展
                                                             
36 『東亜三国地誌』（普及舎、明治 33 年、p81） 
37 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B13080850400、出版及版権関係雑件／版権
之部、外務省外交史料館 
38 『東亜三国地誌』（普及舎、明治 33 年、pp.32-50） 
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を知らず」と指摘した。また、当時の政治体制について「内部から礼楽典章
が衰え、弊害が国中に蔓延し、政教、兵備、行政などの上層から、士農工商
がいる下層まで全てが改革を考えておらず、逆にその弊政を自慢している。
それゆえに、世界において国勢が下落しつつある」と痛烈に批判した。 
	 また、中国教育について、彼は「その教育制度は、八股文を中心とし、時
代に遅れた教えを踏襲している、実学と経済とは全く関係ない」と論じ39、
教育と政治改革の緊迫性を以下のように提案した。 
もし、全国において学校を開設し、孝弟の義を教え、農業の技術を伝授し、詐
欺賄賂を一掃して経済学を学ばせることをすれば、たとえ田舎の婦人と小さな
子どもでも、君主、国と父兄を愛することができる。それならば、鉄道、鉱山、
港などの利権奪還ができる40。 
	 以上の内容から、辻は地理教育を通じて中国民衆の愛国心を喚起しようと
していることがわかった。辻は、外国との貿易や、主な航路の主導権がほと
んど外国人に握られており、中国政府が経営しているのは、「招商局」という
貿易機構だけであることも言及しながら、当時中国社会の発展状況と社会改
革の必要性について、以下のように論じた。 
幸いに、今年から、東洋西洋の外国人が頻繁に往来し、港の貿易も盛んなので、
（中国の人々は）欧州の礼楽典章が自国より優れていることを初めて認識した。
排斥する態度も改善し、各港町では、文化を開き、人の智識も日に日に増加し
ている。昔とは比べ物にならない。しかし、各要地がだんだん外国に占領され、
独立主権も失う恐れがある、実に痛恨なことである。それゆえ、変法自強は、
一刻も待たないことであろうか41。 
	 1903 年出版された教科書『中国地理』においても、同じく愛国心育成の役
割を果たそうとした。例えば、当時の日本留学生総監督を務めている汪大燮
による序言の中に、以下のように論じた。（一部抜粋） 
それ（『中国地理』）によって、世界の情勢とその成り行きを知り、人間であれ
ば誰もが愛国の感情が湧いてくるであろう。今日の我が国では、教育の精神を
求める声が相次いである。しかし、教育の精神は、依存するものがなければ、
師にとって弟子に教える信憑性が欠けることとなる。辻君が書かれたこの本は、
まさに（教育の）精神をその内容に練り込んでいるものである。余は、この本
を読む人には、表面のことではなく、その原理を理解することを望んでいる。
                                                             
39 辻武雄『東亜三国地誌巻上』（明治 33 年、普及舎、p.51） 
40 辻武雄『東亜三国地誌巻上・結論』（明治 33 年、普及舎） 
41 辻武雄『東亜三国地誌巻上』（明治 33 年、普及舎、p.50） 
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それゆえ、我が華夏の様々な問題を解決することとなるかもしれない。42 
	 以上から、汪大燮は、辻の教科書は愛国心の育成と道徳教育上にも役に立
つ本であると評価していたことがわかる。次の資料は、辻が自ら書いた序言
である。その内容も、愛国心を喚起するものであるとみられる。ここでは「同
文同種」という言葉を使用しなかったが、「日清両国は兄弟のように、唇歯補
車の間柄」という表現を用いた。 
憤りの使い道が様々、個人の憤りはその人の立身出世の原動力となり、民衆の
憤りはその国を興すことができる。清国は我が国の興隆に貢献があり、兄弟の
ように愛情深く、唇歯補車の間柄でもある。しかし、今日の清国においては、
内憂外患があり、発展が遅れている。このような情勢に対し、人民は憤りも抑
えきれない。しかし、老衰なものより若者の憤りのほうが国発展の原動力にな
る、余が、この本を書いて諸生に読ませ、その奮発を期待しているのである43。 
	 辻は、序言において次のように述べた。「今は本書を著し、清国の少年諸子
はこれを読んで天下の山川や、各国の情勢を知り、それから奮起して国家に
貢献することができる俊才になれば、余の願いが十分叶えてくれることとな
る44」。 
	 以上、『東亜三国地誌』『万国地理』『中国地理』における愛国心教育に関す
る内容を紹介・分析してきた。これらの本は、近代国家の国民形成に重要な
愛国心教育を施す役割を果たそうとした。一方、辻は、「同文同種」論を鼓吹
しながら、「西洋人が作った新書があったが、軽率にそれを信じるわけにはい
かない」と主張していた。この論点は、彼の「清国教育改革案」で示した西
洋人のキリスト教系学校への入学禁止という主張と符合している。また、黄
河に対して「黄河は中国の災いで、民生には害があり、国家にとって益がな
いという説はまさにその通りである45」という指摘は、参謀本部が明治 17 年
に編纂した『支那地誌』の内容とほぼ同じである。同書への辻の影響も考え
られるが、これについては今後の検討課題としたい。 
 
おわりに 
本稿では『教育時論』の記事を通して、明治末における教育界の対清意識
を紹介し、その代表人物の一人である辻武雄の教育活動およびその教育理念
                                                             
42 辻武雄『中国地理・序言』（明治 36 年、普及舎） 
43 辻武雄『中国地理・序言』（明治 36 年、普及舎） 
44 辻武雄『中国地理・序言』（明治 36 年、普及舎） 
45 辻武雄『東亜三国地誌巻上』（明治 33 年、普及舎、p.21） 
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を中心として分析して来た。その結論を、二つに分けて整理する。	
	 第一に、辻武雄は、「同文同種」論を鼓吹して中国と「連携」関係を築こう
としていたこと、および地理教科書を通して愛国心教育を施していることが
明らかになった。しかし、第三章で分析したように、中国側は日本との連携
を求めているが、「同文同種」という表現を避けようとしていた。	
	 第二に、辻武雄の中国教育構想から、明治時代末の教育界は、近代化の成
功者として中国教育をけん引して西洋と対抗しようとしたことがわかった。	
	 明治末の日本教育界は、積極的に中国の教育改革に参与し、当時の中国教
育の近代化に大きく貢献した。その中でも、『教育時論』は、辻武雄の中国派
遣によって、十六年間絶えず中国の教育発展状況を日本国内に紹介しつつ、
先導役としてその役割を十分果たした46。	
	 しかし、これらの教育活動は結果的に成功しなかった。それは、清朝政府
の警戒心のみならず、明治政府も辻たちの教育活動を本気で支持していなか
ったことも重要な原因であった47。	
	 本稿では、明治末における辻武雄の教育活動とその教育理念の一部を明ら
                                                             
46	辻武雄は、中国の教育界をさって中国劇の評論家として北京に滞在していたとき、
『教育時論』「創刊 1000 号記念」において、このように述べた。「教育時論が夙に清
国の教育問題に着眼して、種々と研究もし計画もし、遂に巨資を投じて余を清国に
派遣し、又本誌上に於て絶えず盛んに清国教育に関する意見を発表したことが、直
接に間接に大に関係していることは、決して争はれない事実である。」『教育時論』
（1914 年、1000 号） 
47 たとえば、『教育時論』601 号、明治 34 年 12 月 25 日の記事によれば、義和団事件
の賠償金を中国の教育に補充することや、支那教育調査部の設置などの要請を帝国
教育会に送ったが、結局、どれも実現できなかった。また、義和団事件の賠償金に
ついては、「1923 年（大正十二）三月に成立した「対支文化事業特別会計法」によっ
てはじめて義和団賠償金が民国中国に対する教育文化工作に充当されるからである」
阿部洋『日中教育文化交流と摩擦』（第一書房、昭和 58 年、p.64）。日本人教習につ
いて、『読売新聞』1909 年 4 月 25 日の記事「四川帰客談」では、このように記載さ
れている。「目下該地に在る日本教習は約三十名にして熱心に教鞭を執り居れり左れ
ば支那人の信用頗る深く到底外国人の企及し得る処にあらず唯遺憾とする処は是等
多数応聘者に対し本国より何等応援保護を与ふるなく全然継子扱いをなすを以て勢
力扶植的の結果を見える能はざるにあり之に反して欧米諸国は領事をしてあらゆる
手段を尽して其成効援助せしむる為め少数微力なるにも係わらず、その効果は常に
邦人を凌駕し（下略）」。ほかに、留学生育成の状況もよくない。（留学生の人数は）
1906 年まで 13000 人以上も増えたが、実際、1912 年まで毎年有名校からの卒業生は
700 人にも及ばない。費正清（ジョン・キング・フェアバンク）等著、陳仲丹、潘興
明、厖朝暘訳『中国：伝統与変革』（江蘇人民出版社、2016 年、p.352） 
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かにしたが、その矛盾性と彼の生涯との関連については、多くの不明な点が
残されているので、今後の課題として引き続き研究していきたい。	
